
２０１４年９月７日 主日礼拝  ＜誕生祝福式＞                 

 

司  会        ①梅津兄      ②塩野兄     ③滝山兄 

奏  楽 

祈  祷                                             ①三畑兄                                 ②新田兄  

 

３つの愛 

    賛  美  聖歌４９７番「聖なるわれらの主」 

（あなたは愛されるため生れた）（聖霊の主よ今ここに） 

 

聖  書                  

     

                                                                                                                            

音  楽                                                           

 

証  詞     

     

メッセージ   

        

                                                                      

賛  美  「虫にもひとしき」 （６１３番・献金・東京伝道のため） 

頌  栄      ハレルヤ！ 

                                                                    祝   祷                                                                                                      

①②コデイロ師（Ｖ） 
 

【大和ニュース】  

・ 本日より３週連続「入門講座」（９時・無料）。ICA祷援会、手話、バルナバ会、 

ヨシュア会、J.Plus等。    *青木宅家庭集会ＯＧ会大歓迎！！ 

・ 祝！ICA入学式。①原田愛くん②阿部俐里菜さん③望月千代さん 

 

・ 今週も祈祷会を大切に！説教は倉知契副牧師。ご期待下さい。水曜夜と木曜朝。 

  （ドルカス会は、木曜昼食後３階）（金曜トラクト配布再開！１２時半） 

・ 準備祈祷会は、金曜夜９時～１０時半。説教は大野義也メディア主事。 

・ 土曜祈祷会は、土曜夕方６時～７時。熱く祈ります！ 
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➀          ダニエル書１章８～１６節              (Ｐ１２２１) 

➁➂ コリント人への第一の手紙１３章１～８a節              (Ｐ２７１)   
                                                                                                                         

➀                                Ｙ２Ｋ  

➁➂          学生会  

➀                                       岡村サレム兄（高校生）   

 

➀                                       「恵みとあわれみとを得させられる神」        森屋幹伝道師 

➁➂ 「ありのままでよい？」（Let it go！）      大川従道牧師     



 
石の枕  
  

元上智大学学長のヘルマン・ホイヴェルス師の『最上のわざ』を紹介します。 
この世の最上のわざは何？  楽しい心で年をとり 
働きたいけれども休み、 しゃべりたいけれども黙り 
失望しそうなときに希望し  従順に、平静に、おのれの十字架をになう。 
若者が元気いっぱいで神の道を歩むのを見ても、ねたまず、 
人のために働くよりも、謙虚に人の世話になり、 
弱って、もはや人のために役だたずとも、親切で柔和であること。 
老いの重荷は神の賜物、古びた心に、これで最後のみがきをかける。 
まことのふるさとへ行くために。 
おのれをこの世につなぐくさりを少しずつはずしていくのは、真にえらい仕事。 
こうして何もできなくなれば、それを謙虚に承諾するのだ。 
神は最後にいちばんよい仕事を残してくださる。それは祈りだ。 
手は何もできない。けれども最後まで合掌できる。 
愛するすべての人のうえに、神の恵みを求めるために。 
すべてをなし終えたら、臨終の床に神の声をきくだろう。 
「来よ、わが友よ、われなんじを見捨てじ」と。 

 
 上記は作者の晩年の詩。年をとると体力など失うものもありますが、まるで 
それと引き換えのように喜びが得られるのも、人生の醍醐味です。たとえば、 
包容力に満ちた寛容な態度や、穏やかな温かい笑顔というものは、若い世代で 
は、なかなか身につけにくいものです。何もできなくなっても、最上の「わざ」 
と表現されている「祈り」について考えを深めたいものです。 
 先週の説教では、感謝を捧げる祈り、他者のために祈るとりなし、霊の戦い 
の祈りとは違って、ただ黙して、主の臨在の中で、主を心からお慕い申し上げ 
る時間を持つことが語られた。「あなたは、私の臨在を尊ぶので、私は、私の 
臨在をもって報いる！」。深い世界を体感したいものです。 
 使徒ペテロは、折角選んでいただいたのに、とんでもない失敗をして「サタ 
ン！」とイエス様から叱られたときがありました。あなたは、イエス様から、こっぴどく 
叱られたことがありますか。本当はあるのに、気づかないときもあります。「わたし
の子よ、主の訓練を軽んじてはいけない」（ヘブル１２の５～１２）。 
 

  
宿題（祝大）  今週もむさぼるように聖書を読みましょう！  

Aコース：Ⅰコリント１５章～Ⅱコリント５章  Ｂコース：箴言１１章～２４章 


